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は じ め に
松山赤十字病院歯科では,昭和50年より歯科矯正治療を開始し,昭和58年より広島大学歯科部歯科矯正学講座の協
力を得て, 2週間に 1日 という限定された診療体制のもとに多くの嬌正患者の治療を行ってきた。この間に,昭和53

年には嬌正歯科の標榜が認められ, また昭和57年には日唇裂口蓋裂患者の矯正治療に健康保険が適用されるなど矯正

治療を取り巻く社会情勢は大きく変化してきた。また, ここ数年,松山市内の矯正専門歯科医院数は 5医療機関と増
加してきた。そこで過去11年間を振り返り,当院歯科における矯正患者の実態調査を行ったので報告する。

調査対象および調査項目

昭和58年 4月 より平成 5年 3月 までの11年間に松山赤十字病院歯科において矯正治療を開始した患者254名 を調査

対象とし,以下の項目について調査を行った。
1)初診時年齢, 2)性別, 3)初診時年月日, 4)不正咬合分類, 5)居住地域, 6)治療段階。

結果および考察

図 1.初診時年齢別患者数

1.初診時年齢,男女比

初診時年齢は 6～ 12歳の学童期の患者が68.5%と 全体の

2/3以 上を占め, 8歳がピークを示 していた。これは,前

歯部の不正咬合が発現し, また,そ の後の側方歯の交換期

に不正が顕著になり,保護者にも不正咬合と認識できる時

期に相当するためと思われ,過去の報告いのづと同じ傾向を

示していた。20歳以上の成人患者は94%であった。他の
(歳)報告わつでも成人患者が 1割前後を占め,近年,増加傾向に

あると言われている。これは最近の「よりよく生きる」と

いう意識の向上の中で歯列矯正に対する認識の高まり,経
済的余裕などが反映されているためと思われる。

男女別にみると,男子104名 ,女子150名であり,男女比は男子 :女子=1:144で ,女子が男子よりやや多い程度
であった。近年の他の報告""で も男子の割合が増加しつつあると言われている。これは本人あるいは保護者の歯列矯

正に対する関心が性別を問わず高いことをものがたっているものと思われた。年齢別の男女比をみると年齢により多

少の変動はあるものの,上記の傾向と大きく異なるところはみられなかった (図 1)。
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図 2.初診時年度別患者数
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図 3 初診時月別患者数

2 年度別初診患者数と月別患者数
年度別初診患者数は1983年度,84年度と増加したが,85年度以降はわずかずつ減少していた。これは84年度までは ,

治療を希望する患者を全て受け入れていたが,8b年度以降は松山市内の矯正専門歯科医院へ紹介することが多くなっ
たため,減少したものと思われた。さらに,90年度以降は口唇裂口蓋裂患者,外科的矯正術を併用する必要のある顎
変形症患者などの難症例のみを受け付けたため10名 以下と極端な減少を示した (図 2)。

月別患者数がもっとも多いのは 8月 ,次いで 7月 となっており夏期休暇を含めた2ヵ 月間に全体の26%が来院して
いた。このように長期休暇中に初診で来院する患者が多いことは一般的傾向と思われる

い
'。 逆に 1月 , 2月 ,11月 が
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少なかった (図 3)。

3.不正咬合分類と割合
1)不正咬合の分類

不正咬合を①前歯 3歯以上が反対咬合を呈するものを下顎前突,②Overjetが 5 mm以 上で口唇の突出感のあるもの

を上顎前突,③overietが 5 mm未満で上下口唇の突出感のあるものを L下顎前突,④前 3者の症状を伴わず歯列内に

叢生がみられるものを叢生歯列,⑤以上の項目に当てはまらずoverbiteが マイナスのものを開咬,⑥両側中切歯間に

2■m以上の空隙のあるものを正中離開,⑦口唇裂口蓋裂,③その他の8つに分類した
い。

開口

(2%)

2)不正咬合別の割合

下顎前突 (2.8%), 日唇裂口蓋裂 (a.4%),叢生 (213

%)がほぼ同等の割合で全体の705%を占め,以下,上顎

前突 (H4%),その他 (10.2%),上下顎前突 (3.1%),

開咬 (24%),正中離開 (24%)の順であった (図 4)。

全患者の中で下顎前突の占める割合は他の医療機関の報

告"υ"のが30～ 40%前後なのと比較すると少なかった。日唇

裂口蓋裂患者の割合は約24%と かなり少なく, これは広島

大学° (10.7%),九州大学η (109%),愛知学院大学υ

(107%),奈 良県立医科大学0(11%),の 2倍以上,昭

和大学
9(20%),川 崎医科大学。 (22.4%)よ りも多かっ

た。このような違いは当該医療機関の立地条件,診療方針 ,

他の医療機関との連携などの違いによると思われる。

4 居住地域と通院距離
松山市内に居住している患者は618%,松 山市内以外の

愛知県内から通院している患者が37.8%であった。また高

図 4.不正咬合の割合

知県から通院する患者が 1名 あった (図 5)。 通院距離は10km以 内の患者は641%で ,10k口 ～20k日 の患者が9.1%,加

km以 上と遠距離の通院患者が26.8%であった (図 6)。

近年,矯正治療を行う一般歯科医院が増加しているものの,著 しい不正咬合に対してはやはり専門医での治療が勧

められること,ま た,愛媛県内の嬌正歯科専門医院が松山市内に集中しているため,実際には居住地の近辺で治療を

受けにくい患者もあり,通院距離が10km以 上の患者が359%と かなり多くなったものと思われた。
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図 6.患者の通院距離

また, 日唇裂口蓋裂,顎変形症などの患者は回腔外科,形成外科,耳鼻咽喉科など他科における治療を嬌正治療と

平行して受けなければならない場合もある。このような場合,患者および保護者の時間的,経済的負担をできるだけ

軽減するために各専門分野の治療が同一あるいは近接した医療機関で受けられ,それらに保険適用が認められること

が望ましいと考えられる。
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図 5 患者の居住地域
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5。 現在の治療段階

現在の治療段階は,矯正治療中が全患者の138%(35名 ),

動的嬌正治療を終了して保定中あるいは保定を終了した患

者が59.4%(151名 ),マルチブラケット装置による全永久

歯の整列以前に治療を中止した患者が173%(44名 ),他
の医療機関へ転医したものが94%(24名 )であった (図

需 虜)li菫
糧理毘 謂 3駕 響 研 箱 鳳

門を漸次閉鎖していくこととなったため新しく矯正治療を

開始する患者を受け入れていないこと, また,今後 1年以

上の治療期間を要する患者を転医させた結果と思われるの

最後に,全永久歯の整列以前に治療を中止した患者が17

%に ものぼっている。これには経済的・時間的理由,嬌正

治療に対する意識・意欲の問題などさまざまな理由がある

と思われるが非常に残念なことである。
保定後

(4396)

図 7.現在の治療段階

ま  と  め
昭和58年 4月 より平成 5年 3月 までの11年間に松山赤十字病院歯科において歯科矯正治療を開始した患者について

実態調査を行い,次のような結果を得た。
1.11年間の嬌正患者は254名で男子104名 ,女子150名 ,男女比は 1:144であった。
2 年度別初診患者数は84年度まで増加したが,“年度以降わずかずつ減少し,90年度からは初診患者の受付を口唇
裂口蓋裂患者と外科的矯正術を併用する必要のある患者のみに限定したため極端に減少した。

3 月別初診患者数は 8月 , 7月 が多かった。
4.不正咬合の種類をみると,下顎前突, 日唇裂日蓋裂,叢生,上顎前突,そ の他の順に多かったが, 日唇裂口蓋裂
が多いことが特徴的であった。

5 患者の居住地は広範な分布を示し,10km以上離れた地域から通院する患者が1/3以上を占めていた。
6.患者の治療段階は,治療後が約60%,治療中が約14%,転医患者が約 9%であったが,中止患者が約17%と 多かっ
た。
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